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フラーレンやヘリセン等の曲面共役分子は、平面共役分子には無い外部刺激応答性などの特異な

機能を示す可能性があり、近年精力的に研究されている。熱的刺激に対しても構造が動的に変化しや

すいと期待されることから、特異な熱電特性を示す可能性を秘めている。これまでの当研究室の研究

から、共役曲面をもつフラーレン C60やスマネンの薄膜試料においても、従来理論では説明のできな

い、100 mV/K を超える非常に大きなゼーベック係数を発現することが確認されている[1,2]。ゼーベッ

ク係数は熱電素子における発電効率に直結するため、我々はこの特異な現象についての研究を続けて

いる。 

本研究では、近年基礎研究および応用研究が進められている曲面共役分子の一つとして、ジベンゾ

クリセン(DBC)に着目した(Fig. 1)。DBC はベンゼン環 6 個が縮環した骨格をもつ多環芳香族炭化水素

であり、結晶中でねじれた構造をとることが確認されている[3]。本研究では、DBC およびその誘導体

であるジメチルジベンゾクリセン(Me2-DBC)について、構造欠陥や薄膜の分子配向の乱れなどの外的要

因を排除した単結晶での熱電特性を測定した。 

本研究で測定した DBC と Me2-DBC の単結晶試料におけるゼーベック係数の温度依存性を Fig. 2 に

示す。DBC は 350 K から 390 K の温度範囲で、絶対値 10 mV/K 以上の大きな負のゼーベック係数を示

した。Me2-DBC についても同様の巨大なゼーベック係数が確認できたが、DBC と比べると発現温度が

わずかに高温側にシフトしていた。また、両者のゼーベック係数の最大値を比較すると、DBC の方が

より高い値を示した。両者の結晶構造(Fig. 1)は基本的によく似ているが、置換基の立体反発などによ

り分子間距離がわずかに異なる。このため、温度に対する構造変化の様子も異なると予想され、熱電

特性との相関も疑われる。その他の測定結果の詳細については当日報告する。 
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Fig. 1 Molecular structure and the crystal packing of 
DBC and Me2-DBC [3]. 
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Fig. 2 Seebeck coefficient at each temperature for 
DBC and Me2-DBC. 
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